
　東日本大震災と福島第一原発事故から、まもなく2年です。当初の緊急事態対応の段階から、福島第一原発事故を
動かせない事実として踏まえ、また、今の現実的諸課題にしっかりと対応しつつ、同時に食と農は土に守られてきた
ことを改めて認識して、これからの時代を生きていく心構えと大まかな道筋への本格的な論議を始めることが強く求
められているでしょう。
　そのとき、「農業」と「地域」はそれぞれ、数字による「安全」とは違った領域としてあり、そのことを人びとが
これからを生きていく道筋の課題として取り上げることが切実に必要だろうと感じています。それは「脱原発」を「脱
都会」「脱工業化」の方向で、さらに言えば「農業」や「地域」の本源的意味に立ち返りつつ、具体的に考えていく
ことです。
　今回の原発事故で、有機農業運動は、きわめて大きな試練にさらされてきました。私たちは、「安全性論」とそれを踏
まえた「消費者提携論」に、過度に、安易に依拠してきたこれまでを、強く見直すことを求められているように考えます。
　そんな思いから、事故２年目の節目を意識して、公開シンポジウム「原発事故と有機農業――有機農業運動論の再
構築」を開催します。これは、2011年10月16日に「それでも種を播こう」をテーマに行った公開シンポジウムを引
き継ぐものです。チェルノブイリ原発事故以後のベラルーシ・ウクライナの状況も踏まえながら、「かけがえのない
地域で暮らし続ける」「有機農業運動のあり方を問い直す」ことをメインテーマとしたいと思います。

２月24日（日）13時～17時
　　明治大学リバティータワー
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原発事故と有機農業
有機農業運動論の再構築

第１部　特別講演  13：10～ 14：00

汚染地にみたもうひとつの豊かさ
　　　　　　　　本橋　成一（写真家・映画監督）
第２部　福島からの現地報告　 14：10～ 14：50

　南相馬市小高区の現状と取り組みから　根本 洸一 （有機農家、小高区上耳谷）
　科学者の視点から　野中 昌法 （新潟大学農学部教授、日本有機農業学会理事）
第３部　有機農業運動論の再構築へ向けて　 15：00～ 16：10

　問題提起●明峯 哲夫（有機農業技術会議代表理事、農業生物学研究室）
　　　　　　菅野 正寿（福島県有機農業ネットワーク代表理事、有機農家）
　　　　　　高橋 久夫（福島県有機農業ネットワーク東京事務所（準））
　　　　　　黒田 かをり（CSOネットワーク事務局長）
　コメント●中島 紀一（茨城大学名誉教授、日本有機農業学会理事）
　　　　　　飯塚 里恵子（千葉農村地域文化研究所）
ディスカッション　 16：10～ 17：00
　司　会●大江 正章（アジア太平洋資料センター共同代表、コモンズ代表）
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